
市
長
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
語
ろ
う

                    

～
５
地
域
で
「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
～

お知らせ版

2007.11.7

Azumino City

Public Relations

No.48

安曇野市

11
　
今
年
も
市
内
５
地
域
で
「
市
長
と

語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
長
と

教
育
長
が
、
市
の
現
状
と
今
後
の
安

曇
野
市
に
つ
い
て
語
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
す
る
機
会
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　
顔
と
顔
が
見
え
る
中
で
、
地
域
の

思
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と

な
ど
、
市
長
と
直
接
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

地　域 日程 時間 会場

三　郷

明　科

堀　金

豊　科

穂　高

11月14日（水）

11月15日（木）

11月28日（水）

11月29日（木）

12月  5日（水）

三郷公民館講堂

明科公民館講堂

堀金総合支所301会議室

豊科ふれあいホール

午後７時～９時

穂高総合支所大会議室

※申し込みなどは必要ありませんので、直接会場にお越しください。

昨年の様子

中央図書館開館準備に伴う市民アンケートを実施します
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥check

B O X

　市では、現在、中央図書館を備えた「安曇野市穂高交流学習センター」の開館（平成21年6

月予定）を目指し、準備を進めています。市民の皆さんに愛され、利用しやすい施設とするた

め、アンケートなどを実施し、皆さんからの要望・意見をお聞きし、運営計画や資料購入計画

などに反映させていきたいと考えています。今回は、次のとおりアンケートを実施しますの

で、ご協力をお願いします。回答はEメール・FAXで送信いただくか、市内図書館へ持参して

ください。

　　①市内各図書館の窓口で、アンケート用紙を配布します。（11月30日まで）

　　②市ホームページでもアンケート用紙をダウンロードできます。（11月30日まで）

　　③11月に実施する４カ月児健診の際にもアンケート用紙を配布します。

　明科総合支所内社会教育課文化振興係（TEL62・3001 FAX62・3525）

　Eメール：shakaikyouiku@city.azumino.nagano.jp

問
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広報あづみの　お知らせ版

　
税
を
考
え
る
週
間
　
税
金
展

　
松
本
税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
に
税

の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
「
少
子
高
齢
社
会

と
税
」
を
テ
ー
マ
に
中
学
生
の
税
の

標
語
や
書
道
、
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
10
日(

土)

～
17
日(

土)

■
場
所
　

・
ア
イ
シ
テ
ィ
21
１
階
コ
ン
コ
ー
ス

（
午
前
10
時
～
閉
店
）

・
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
連
絡
通
路
（
終
日
）

■問
松
本
税
務
署(

℡
32
・
２
７
９
０)

　
農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

　
昨
年
か
ら
農
業
所
得
の
申
告
は
、

経
費
目
安
割
合
か
ら
収
支
計
算
で
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
収
支
計
算
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
農
業
白
色
申
告
者
を

対
象
と
し
た
収
支
計
算
説
明
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
説
明
会
の
内
容
は
昨
年
12
月
に
各

地
区
で
開
催
し
た
説
明
会
と
同
様
の

説
明
会
で
す
。

　
昨
年
の
説
明
会
や
申
告
相
談
会
で

分
か
ら
な
い
こ
と
の
あ
っ
た
人
は
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に

収
支
計
算
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
よ
っ
て
座
席
・
駐
車
場
等

が
不
足
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　(

℡
72
・
３
１
１
１ 

FAX
72
・
８
３
４
０)

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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　｢
市
の
花
・
木｣

｢

市
民
憲
章｣

(

案)
　
に
対
す
る
市
民
意
見
募
集
結
果

　｢

市
の
花
・
木
」「
市
民
憲
章
」(

案)

に
対
す
る
ご
意
見
を
８
月
８
日
か
ら

９
月
７
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

４
件
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見

と
も
、
「
市
の
花
・
木
」
「
市
民
憲

章｣

（
案
）
を
作
成
し
て
い
く
中
で
検

討
さ
れ
た
内
容
で
し
た
の
で
、「
市
の

花
・
木
」「
市
民
憲
章
」（
案
）
に
つ
い

て
は
、
原
案
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

今
後
、
必
要
な
手
続
き
を
経
て
正
式

に
決
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■問
県
安
曇
野
庁
舎
内

　
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課

　(

℡
71
・
２
０
０
０ 

FAX
72
・
１
２
２
３)

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
入
居
者
の
募
集

　
中
堅
所
得
者
向
け
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
常
時

募
集
し
ま
す
。
空
室
待
ち
申
し
込
み

の
受
付
順
に
入
居
の
あ
っ
せ
ん
を
し

ま
す
。

■
受
付
期
間
・
時
間

　
11
月
７
日
（
水
）
～
常
時

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
募
集
団
地

・
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
賃
５
万
円
～
７
万
８
千
円

・
塔
の
原
団
地
（
明
科
中
川
手
）

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
賃
６
万
２
千
円

■
入
居
資
格
　
市
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
を
有
す
る
人
。
同
居
す

る
親
族
が
あ
る
人
。
収
入
基
準
に

該
当
す
る
人
な
ど

■
申
し
込
み
先
（
担
当
係
）

　
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部

　
建
築
住
宅
課
住
宅
係

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法
　
担
当
係
窓
口
で
配
布

す
る
申
込
要
領
に
従
い
、
「
空
室

待
ち
申
し
込
み
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
居
資
格
が
な

い
と
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

　
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部
建

　
築
住
宅
課

　(

℡
71
・
３
１
１
１ 

FAX
72
・
８
３
４
０)

　
消
費
生
活
相
談

　
安
曇
野
市
の
消
費
者
相
談
員
が
、

契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
借
金
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
個
人
情
報
は
厳
守
さ
れ
、
相
談

は
無
料
で
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
　
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
穂
高
総
合
支
所
２
階

■
相
談
内
容
　
訪
問
販
売
・
通
信
販

売
・
電
話
勧
誘
で
の
契
約
ト
ラ
ブ

ル
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

※
相
談
日
以
外
で
も
担
当
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■問
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部
環
境
課

　(
℡
82
・
３
１
３
１ 

FAX
82
・
６
６
２
２)

23

●国民健康保険税………………………�（第５期）

●介護保険料……………………………�（11月分）

●水道料金 ………………�（豊科･堀金･明科地域）

●下水道使用料 ………………�（穂高･三郷地域）

     ＝納期限は11月30日（金）＝
※休日納付窓口は、12月２日（日）です。

　各総合支所の窓口で市税・各種料金などの納付が

　できます。

※納税には､ 便利で納め忘れのない口座振替（自動

　振込）をおすすめしています。

せ

ら

知

お
11月の納期

2007.11. 7　広報あづみの　お知らせ版　広報あづみの　お知らせ版　2007.11. 7

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥check
B O X 広域農道　改修工事にご理解とご協力を社会保険庁への年金問題に関する報告について

　県では交通量の増大や経年の劣化で損傷による車の走行への支障や騒

音を解消するため改修を進めています。工事中は、片側通行となり渋滞が

予想されます。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■工事期間　11月中旬から2週間程度（予定）

※月曜～土曜日の午前8時30分～午後5時30分

■工事区間　①柏原西交差点～田中西交差点の間420ｍ

　　　　　　②古厩交差点～立足交差点の間380ｍ

■工事内容　傷んだ舗装面を一度剥ぎ取り、路盤を改良・補強を行い、

　　　　　　センターライン、外側線等を設置し完了。

　 長野県松本地方事務所農地整備課防災係（℡40･1951 FAX47・7823）

　新聞紙上などで報じられている「自治体の年金着服問題」について、市では、昭和53年

に旧三郷村で着服が発覚しています。着服した職員は、発覚後、速やかに懲戒免職となり、

裁判でも有罪が確定しました。また、着服金額の返還もされていて、年金受給に支障のな

いよう処理がなされています。初回の調査において、この件については社会保険庁に報告

いたしました。

　報道などで「地方には隠ぺい体質がある」と報じられていますが、一切そのようなこと

はありません。今後も不正・不祥事を起こさぬよう、市としても努めて参ります。

農業所得収支計算説明会日程表

問

問

日　程 昼間説明会

午後2時～4時

夜間説明会

午後7時～9時

11月

26日(月）

穂高総合支所

大会議室

穂高総合支所

大会議室

27日(火） 三郷公民館講義室 三郷公民館講義室

28日(水）
豊科

ふれあいホール

豊科

ふれあいホール

29日(木) 

30日(金) 

明科公民館講堂 明科公民館講堂

堀金総合支所

別館大会議室

堀金総合支所

別館大会議室
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消
防
署
・
危
機
管
理
室
か
ら

　
緊
急
地
震
速
報
が
ス
タ
ー
ト

　
10
月
１
日
か
ら
、
最
大
震
度
５
弱

以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際
に
、
強

い
揺
れ
（
震
度
４
以
上
が
発
生
さ
れ

る
と
推
定
）
の
地
域
の
名
前
を
地
震

が
来
る
数
秒
か
ら
数
10
秒
前
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で

お
知
ら
せ
す
る
緊
急
地
震
速
報
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
緊
急
地
震

速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
地
震
が
来

る
ま
で
は
数
秒
か
ら
数
10
秒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
短
い
間
に
周
囲
の

状
況
に
応
じ
て
慌
て
ず
に
、
ま
ず
自

分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を

心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
豊
科
消
防
署
（
℡ 

FAX
72
・
３
１
４
５)

　
穂
高
消
防
署
（
℡ 

FAX
82
・
３
２
６
２)

　
明
科
消
防
署
（
℡ 

FAX
62
・
２
９
９
２)

　
梓
川
消
防
署
（
℡ 

FAX
78
・
２
０
９
０)

　
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　(

℡
72
・
６
７
６
９ 

FAX
72
・
６
７
３
９)

　
長
野
県
民
手
帳
の
販
売

　
平
成
20
年
版
長
野
県
民
手
帳
の
販

売
が
始
ま
り
ま
す
。
市
内
に
あ
る
書

店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
手
帳
の
主
な
内
容

【
日
記
編
】
七
曜
表･

月
別
行
事
予
定
表

　
（
横
罫
ス
タ
イ
ル
）・
日
記
な
ど

【
資
料
編
】
市
町
村
別
・
都
道
府
県

　
別
主
要
統
計
な
ど

【
名
簿
編
】
県
機
関
一
覧
、
県
内
主

　
要
団
体･

機
関
な
ど

【
生
活
編
】
書
簡
用
語
・
防
災
の
チ
ェ

　
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
・
宿
泊
施
設
ほ
か

■
規
格
等
　
13
・
８
㌢
×
７
・
８
㌢  

　
　
　
　
　
２
９
２
ペ
ー
ジ

■
価
格
　
５
０
０
円
（
消
費
税
込
）

■
取
扱
書
店
等

【
豊
科
】
蔦
屋
書
店
豊
科
店

　
　
　
　
平
安
堂
あ
づ
み
野
店

　
　
　
　
平
安
堂
あ
づ
み
野
文
具
館

【
穂
高
】
降
旗
書
店

　
　
　
　
未
来
屋
書
店
穂
高
店

【
三
郷
】
現
金
屋
紙
店
・
美
春
屋
酒
店

【
堀
金
】
宮
澤
屋
商
店

【
明
科
】
明
金
堂
書
店

※
ど
こ
の
店
舗
で
も
購
入
可
。（
予
約

　
販
売
と
店
頭
販
売
が
あ
り
ま
す
）

　
長
野
県
統
計
協
会
（
長
野
県
企
画

　
局
情
報
政
策
課
統
計
室
内
）

　(

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
０
１
１
１)

　
ま
た
は
県
安
曇
野
庁
舎
内

　
企
画
財
政
部
企
画
政
策
課

　(

℡
71
・
２
０
０
０ 

FAX
72
・
１
２
２
３)
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安
曇
野
市
バ
イ
オ
マ
ス

　
利
活
用
推
進
委
員
会
委
員
の
公
募

　
地
域
資
源
の
有
効
活
用
と
地
球
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
市
内
の
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
推
進
を
目
的
と

し
た
、
安
曇
野
市
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳
以

上
（
11
月
１
日
現
在
）
の
人
。
な
お
、

次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

　
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

　
公
務
員

③
安
曇
野
市
の
附
属
機
関
等
の
委
員

　
に
３
つ
以
上
属
し
て
い
る
人

■
募
集
人
数
　
２
人
（
選
考
）

■
任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年

　
３
月
末
ご
ろ
ま
で

■
小
論
文
テ
ー
マ
　
「
私
の
考
え
る

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
」
に
つ
い
て

の
提
言
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
８

０
０
字
程
度
と
し
、
書
式
は
問
い

ま
せ
ん
。

■
募
集
期
限
　
11
月
30
日(

金)

必
着

■
提
出
方
法
　
三
郷
総
合
支
所
内

産
業
観
光
部
農
政
課
に
備
え
付
け

の「
委
員
応
募
申
込
書
」（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

小
論
文
を
添
え
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
、
三

郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部
農
政

課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
総
合
支
所
内

　
産
業
観
光
部
農
政
課

　(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０)

　
Ｅ
メ
ー
ル

　n
o
u

s
e
i@

c
ity

.a
z
u

m
in

o
.

　n
a
g

a
n

o
.jp

　
運
転
免
許
証

　
特
定
任
意
講
習
会

　
安
曇
野
交
通
安
全
協
会
穂
高
支
部

で
は
、
70
歳
未
満
の
運
転
免
許
更
新

者
を
対
象
と
し
た
特
定
任
意
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
　
　
　

 

（
受
付
　
午
後
６
時
30
分
～
７
時
）

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
対
象
者
　
運
転
免
許
証
の
更
新
期

間
が
平
成
19
年
12
月
７
日
～
平
成

20
年
６
月
６
日
の
人

※
70
歳
以
上
の
人
と
更
新
時
に
70
歳

に
な
る
人
は
、
高
齢
者
講
習
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
講
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
、
筆
記
用
具

■
受
講
料
　
１
、７
０
０
円

　
穂
高
交
番
内
安
協
穂
高
支
部
事
務
局

　(

℡
82
・
２
１
５
７
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
か
ら

　｢

就
職
面
接
会
・
秋
の
陣｣

を
開
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
平
成

20
年
３
月
に
新
規
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
と
、

卒
業
後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
「
就
職
面
接
会
・
秋
の

陣
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　(

午
後
12
時
30
分
よ
り
受
付)

■
場
所
　
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　
　
　(

松
本
市
本
庄
１
‐
２
‐
１)

■
参
加
企
業
数
　
90
社
（
予
定
）

　
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

　(

℡
31
・
８
６
０
０ 

FAX
39
・
２
２
６
０)

45

10月１日から安曇野市消防団
協力事業所表示制度がスタート

■制度の目的

　全国の消防団員が年々減少しており、消防

団員のサラリーマン率が約７割（安曇野市で

は約８割）である状況を踏まえ、また、事業

所等が地域への社会貢献を果たしていること

を社会的にも評価する中で、事業所等の信頼

性の向上と地域における消防防災体制の強化

を図ることを目的としています。

　この制度は、事業所等の協力を得ることに

より、減少している消防団員を確保する目的

だけでなく、協力していただいている事業所

等への感謝の気持ちも込められています。

■認定の要件

１、従業員の３％以上が消防団員として入団

し、従業員の消防団活動について積極的

に配慮していること。（安曇野市消防団員

以外も含む）

２、災害時に事業所等の資機材等を消防団に

提供するなど協力をしていること。

３、消防団活動に協力し、地域の消防防災体

制の充実強化に寄与しているなど、特に

優良と認められること。

　堀金総合支所内危機管理室

　　（℡72・6769 FAX72・6739）

2007.11. 7　広報あづみの　お知らせ版　広報あづみの　お知らせ版　2007.11. 7

寄付・寄贈のお礼
（平成19年９月14日～10月17日）（敬称略）

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

▼

▼

▼

▼

▼
▼

自衛官等の募集
　防衛省では「自衛官等」の受付および試験

を実施します。

　自衛隊長野地方協力本部

　松本地域事務所・広報センター「信濃」（℡36・2787）

　宮本 昭司　30万円（三郷中学校図書館整備のため）　株式会社エイワ穂高工場 代表取締役 

白井 隆三　45万8,121円（保育園の図書購入費として）　矢野口 寛 （穂高北小学校の図書

館、音楽教育充実のため）　明科ライオンズクラブ 会長 森田 継雄　液晶デジタルテレビ1

台（明科中学校の教育環境を整備するため）　明科中学校開校50周年記念事業実行委員会 

委員長 勝家 満　液晶デジタルテレビ9台・DVDレコーダー1台　　丸山愼平　小林章作石膏

像「丸山恒人氏像」１点ほか（作者の生誕地である安曇野市で保存活用してほしい）

問問

問

問

問

問問

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

２等
陸・海・空士

（男子）

18歳以上
27歳未満

年間を通
して受付

11月23日
１月26日
３月１ 日

１次　1月12日
２次　1月25日
　　　  ～28日

自衛隊生徒
（陸）
（男子）

中卒
（見込み含む）
17歳未満

平成20年
1月8日まで
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広報あづみの　お知らせ版

　
精
神
保
健
福
祉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

　
市
で
は
、
精
神
障
害
者
へ
の
理
解

を
深
め
、
支
援
活
動
を
し
て
い
た
だ

く
人
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
（
左
表
参
照
）

■
定
員
　
15
人

■
申
込
方
法
　
電
話
な
ど
で
健
康
福

祉
部
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
11
月
30
日
（
金
）

　
精
神
障
害
者
家
族
教
室

　
松
本
保
健
所
で
は
、
心
の
病
気
が

あ
る
と
言
わ
れ
ど
う
接
す
れ
ば
よ
い

か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
悩
ん
で
い
る
家
族
の
た
め
に
家
族

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
第
１
回
　
11
月
26
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
50
分

「
統
合
失
調
症
と
は
～
病
気
の
仕

組
み
と
家
族
の
心
得
～
」

講
師
　
東 

孝
博
さ
ん

（
篠
崎
医
院
豊
科
診
療
所
院
長
）

■
第
２
回
　
12
月
３
日(

月)

　
　
午
後
１
時
30
時
～
４
時

　
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
生
活
技
能
訓
練
）

「
精
神
障
害
者
へ
の
対
応
の
仕
方
」

講
師
　
二
宮 

彰
浩
さ
ん

(

松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
「
W
i
s
h
」
作
業
療
法
士
）

■
第
３
回
　
12
月
10
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

「
社
会
資
源
や
制
度
を
利
用
し
よ
う｣

講
師
　
東
條 

知
子
さ
ん

(

松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
「
W
i
s
h
」
精
神
保
健
福
祉
士)

■
場
所
　
松
本
合
同
庁
舎
２
０
３
号
会
議
室

■
対
象
者
　
精
神
障
害
者
の
家
族
で

　
全
３
回
を
受
講
で
き
る
人�

■
定
員
　
20
人

■
申
込
方
法
　
11
月
19
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
松
本
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

　(

℡
40
・
１
９
３
８ 
FAX
47
・
９
２
９
３)

　
第
５
回
「
し
あ
わ
せ
で
す
か
？
私
達
の
心
は
…｣

　
～
高
齢
期
の
生
き
が
い
さ
が
し
～

　
市
と
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
福
祉
部
会
で
は
、
高
齢
期
の
生

き
が
い
や
長
寿
社
会
に
つ
い
て
語
り

合
う
会
を
開
き
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
毎
月
、
市
内
の
各
地

域
を
回
っ
て
開
催
し
て
い
て
、
今
回

で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
に

限
ら
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

「
高
齢
期
の
生
き
が
い
」
に
つ
い
て

皆
さ
ん
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所
　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

流
学
習
施
設｢

ひ
ま
わ
り｣

１
階
会
議
室

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
学
生
無
料)

　
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
祉
部
会 

中
槇
さ
ん（
℡
73
・
３

２
１
９
）
ま
た
は
穂
高
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課

(

℡
81
・
０
７
１
６ 

FAX
81
・
０
７
０
３)
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間
伐
材
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
省
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
公
園
（
大
町
・
松
川
地
区
）
の

造
成
工
事
で
発
生
し
た
間
伐
材
の
一

部
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
無
料
で
配
布
し

ま
す
。

■
配
布
日
時
　

 

11
月
23
日
（
金
）
～
26
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
配
布
場
所
　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
公
園
（
大
町
・
松
川
地
区
）

駐
車
場
予
定
地
内
（
左
図
参
照
）

■
間
伐
材
の
種
類
な
ど

・
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
そ
の
他

雑
木
類
（
大
き
さ
は
、
直
径
10
㌢

～
30
㌢
・
長
さ
２
㍍
ほ
か
）

・
配
布
数
　
約
１
、０
０
０
～
２
、０

０
０
本

■
配
布
方
法
　
配
布
場
所
に
い
る
係

員
が
集
積
場
所
か
ら
搬
出
し
、
配

布
し
ま
す
。

※
配
布
す
る
場
所
が
狭
い
の
で
、
係

員
の
指
示
に
従
い
、
安
全
確
保
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
集
積
場
所
は

間
伐
材
が
高
く
積
み
上
げ
て
あ
り
、

倒
壊
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
事

　
務
所
工
務
課

　(

℡
83
・
８
６
７
１ 

FAX
83
・
８
６
７
５)

　
高
齢
者･

障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

　
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
会

　
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
権
利
擁
護
に
つ
い
て

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
消
費
者
被
害
や
財
産
侵
害
を
受

け
て
い
る
」「
多
重
債
務
で
困
っ
て
い

る
が
、
ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
良

い
の
か
分
か
ら
な
い
」「
将
来
の
た
め

に
自
分
の
財
産
や
生
活
全
般
を
守
る

方
法
と
し
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
知
り
た
い
」
と
い
う
心
配
ご
と
な

ど
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
律
や
福
祉
の
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
で
解
決
に
向
け
た
一
歩
が
踏
み

出
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
65
歳
以
上
の
人
、
障
害
の

あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
や
介

護
に
携
わ
る
人

■
相
談
料
　
無
料

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　(

℡
81
・
０
７
６
０ 

FAX
81
・
０
７
０
３)

　
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　「
高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支

援
法
」
で
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上)

へ
の
虐
待
に
気
付
い
た
人
は
、
市
町

村
に
通
報
義
務
が
あ
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
に
発
見
し
、
第
三
者
が
介
入

す
る
こ
と
で
、
虐
待
の
深
刻
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
虐
待
に

気
付
い
た
と
き
は
、
一
人
で
抱
え

込
ん
だ
り
、
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
通
報
ま
た
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
の
例

○
身
体
的
虐
待

た
た
く
、つ
ね
る
、や
け
ど
を
負
わ

せ
る
ベ
ッ
ト
に
縛
り
つ
け
る
な
ど

○
介
護
、
世
話
の
放
棄
・
放
任

空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態

の
ま
ま
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

排
せ
つ
の
と
き
に
恥
を
か
か
せ
る
、

子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
な
ど

○
性
的
虐
待

懲
罰
的
に
体
の
一
部
を
裸
に
し
て

放
置
す
る
な
ど

○
経
済
的
虐
待

本
人
の
年
金
、
預
貯
金
、
不
動
産

な
ど
を
勝
手
に
使
用
す
る
な
ど

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　(

℡
81
・
０
７
６
０ 

FAX
81
・
０
７
０
３)

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
は
、
各
総

合
支
所
の
宿
日
直
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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情報ボックス
Information Box

福

祉

健

康

問

問

問問問

第1回

12月  4日（火）

午後1時30分～

　　　　3時30分

「ボランティア活動とは」

講師：藤岡 保子

（豊科総合支所市民福祉課長）

第2回

12月10日（月）
午後1時30分～

　　　　3時30分

「精神障害についての理解」

講師：東 孝博さん

（篠崎医院豊科診療所院長）

    第4回

1月18日（金）

午後1時30分～

　　　　3時30分

「安曇野市の障害者福祉制度

について」　　　　　　
講師：野本 岳洋

（社会福祉課障害福祉係長）

グループワーク「今後の活動について」

    第３回

12月12日（水）

～21日（金）

のうち1日

午前9時30分～正午

または

午前1時30分～

　　　　3時30分

「ひめこぶしの家」などの施

設で利用者と過ごします。

　穂高健康支援センター内

　健康福祉部障害福祉係（℡81・0724  FAX81・0703）

問

日　程 時　間 内　容
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第
２
回

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
安
曇
野

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く

り
応
援
団
安
曇
野
支
部
で
は
、
第
２

回
ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
地
域
住
民
の
交
流

に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
今
回
は

「
環
境
と
風
景
」と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
市
民
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
６
時

■
場
所
　
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く

り
応
援
団
安
曇
野
支
部
（
℡
81
・

１
３
２
５
）
ま
た
は
県
安
曇
野
庁

舎
内
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　(

℡
71
・
２
０
０
０ 

FAX
72
・
１
２
２
３)

　
安
曇
野
ば
ー
ば
の
知
恵
袋

　
体
験
実
演
会

　
安
曇
野
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

安
曇
野
の
ば
ー
ば
た
ち
の
食
べ
物
の

知
恵
や
技
を
実
際
に
体
験
し
た
り
見

学
で
き
る
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
ば
打
ち
・
干
し
柿
・
漬
物
・
大

根
干
し
な
ど
、
こ
の
時
期
知
り
た
い

知
恵
ば
か
り
で
す
。
特
産
品
の
販
売

も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
８
日(

土)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所
　
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

■
講
演
　
午
前
10
時
～

　
「
安
曇
野
の
食
卓
」

　
　
　
　
代
表
　
久
松 

生
子
さ
ん

　
　
　
午
後
１
時
～

　
　
安
曇
野
ば
ー
ば
体
験
実
演
会

■
持
ち
物
　
お
わ
ん
・
お
は
し
・
お

　
に
ぎ
り

　
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
総
務
課
（
℡
72
・
２
９ 

　
３
２
）
ま
た
は
産
業
観
光
部
農
政
課

　(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０)

　
有
明
高
原
寮 

施
設
案
内
見
学
会

　
穂
高
に
あ
る
鐘
の
鳴
る
丘
で
お
な

じ
み
の
有
明
高
原
寮
は
、
非
行
を
犯

し
た
少
年
た
ち
の
改
善
・
更
正
の
た

め
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
市
内
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
有
明
高
原
寮
の

活
動
や
寮
生
た
ち
の
生
活
ぶ
り
な
ど

を
説
明
す
る
施
設
案
内
見
学
会
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、「
親
子
の
あ
り
方

(

仮
題
）
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
５
時

■
場
所
　
有
明
高
原
寮
体
育
館

■
内
容
　
寮
内
見
学
、
説
明
と
パ
ネ 

　
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

　
有
明
高
原
寮

　(

℡
83
・
２
２
０
４ 

FAX
81
・
５
０
０
４)
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元
気
な
地
域
農
業
を
考
え
る
集
い

　
安
曇
野
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
多
彩
で
活
力
あ
る
地
域
農
業
の

振
興
を
目
指
し
、「
元
気
な
地
域
農
業

を
考
え
る
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
安
曇
野
の
農
業
の
可
能
性
を
大
き

く
広
げ
る
分
野
と
し
て
再
生
可
能
な

バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
生
産
に
着
目
し
、

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
自
ら

の
課
題
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
２
人

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、
高
校
生
を
含

む
８
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
討
論
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
受
付
　
午
後
１
時
～

■
場
所
　
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

　
　
　
　
リ
ー
ナ

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
テ
ー
マ

　｢

田
ん
ぼ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
限
大｣

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
郷 

正
道
さ
ん

(

農
林
水
産
省
大
臣
官
房

 

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
長)

白
岩 

宏
さ
ん

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
）

　
三
郷
総
合
支
所
内

　
産
業
観
光
部
農
政
課

　(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０)

　
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

　｢

男
女
共
同
参
画
会
議
ほ
た
か｣

で

は
、
男
性
に
も
自
分
で
作
っ
た
料
理

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

本
年
度
２
回
目
と
な
る
男
性
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
め

て
の
人
も
、
腕
に
自
信
の
あ
る
人
も
、

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
講
師
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

■
費
用
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
手
ぬ
ぐ
い

■
申
込
方
法
　
11
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
穂
高
総
合
支
所
地
域
支
援
課

庶
務
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
穂
高
総
合
支
所
地
域
支
援
課

　(

℡
82
・
３
１
３
１ 

FAX
82
・
６
６
２
２)
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　安曇野市内にある８カ所の農産物直売所をつなぐ「安曇野市直売所フェア」が11月25日(日)

まで行われています。各施設の特色ある農産物や加工品はもちろん採れたての新米や秋の農

産物が数多く店頭に並びます。安曇野の秋の味覚を満喫しませんか。また、参加施設ごとの

イベントデーでは、各種体験や抽選会などのお楽しみもあります。皆さんのお越しをお持ち

しています。なお、イベントデーなどについてはお問い合わせください。

■参加農産物等直売所

豊科地域　プラザ安曇野新鮮市（℡72・8700）

　　　　　ファーマーズランド安曇野（℡71・3818）

　　　　　とよしな旬彩市（℡73・0902）

穂高地域　Vif（びふ）穂高（℡81・5656）

三郷地域　三郷サラダ市・三郷ミルク（℡76・4066）

堀金地域　ほりがね物産センター（℡73・7002）

明科地域　ファーマーズガーデンあかしな（℡62・1231）

　　　　　　　あかしな夢いちば（℡81・2035）

　安曇野市直売所フェア実行委員会事務局【三郷総合支所内産業観光部農政課】

（℡77・3111  FAX77・6060）
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催

し

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

食欲の秋　ラストスパート
あづみの味めぐり　
安曇野市直売所フェアを開催中

安曇野スタンプラリーも開催中

　全8会場のスタンプを集め

て応募すると、抽選で公営温

泉施設の宿泊券・地元産品な

どの商品が当たります。詳し

くは、各会場に設置してある

応募チラシをご覧ください。

■日時　11月27日（火）

　　　　午後２時～

■場所　安曇野スイス村

　　　　サンモリッツ大ホール

■講師　三宅 久之さん(政治評論家)

■内容　｢日本を斬る世界を読む」

※聴講無料ですので、お気軽にお出掛けください。

　安曇野市商工会（℡87・9750  FAX72・8491）

安曇野市商工会
　合併記念講演会を開催

問問

問

問

問

問

問

碌山公園研成ホール 催しのご案内（11月展示予定）　※①・②ともに入場料は無料

①安曇野の自然と文化を考える会発表会
■日時　11月23日（金）～25日（日）

　　　　※正午～午後５時（23日）　午前９時～午後５時（24日、25日）

■内容　美術（絵画・彫刻・陶芸・ガラス工芸）、写真、書道、華道、野辺の花、茶道、昆虫、山野草

　　　　等の展示。安曇野りんご、新鮮野菜、鉢花、わさび製品などの販売。

②穂高東中学校美術部作品展
■日時　11月29日（木）～12月11日（火） 午前９時～午後５時（最終日のみ午後４時まで）

■内容　絵画、版画、イラスト、石彫の展示

　碌山公園研成ホール（℡ FAX 82・0769）問
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図
書
館
映
画
上
映
会

　
豊
科
図
書
館
で
は
、
ア
ニ
メ
映
画

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

　
　
　
　
先
着
１
０
０
人

■
上
映
作
品

・｢

ち
び
く
ろ
サ
ン
ボ
」

パ
ン
ナ
ー
マ
ン
作

新
し
い
服
と
傘
と
靴
を
買
っ
て
大

喜
び
の
サ
ン
ボ
。
森
に
出
掛
け
た

ら
…

・｢

ダ
ヤ
ン
の
冒
険
物
語 

ト
リ
ポ
カ
の
謎｣

池
田
あ
き
こ
作

不
思
議
な
猫
・
ダ
ヤ
ン
が
、
魔
法

の
玉
・
ト
リ
ポ
カ
を
求
め
て
旅
を

す
る
冒
険
物
語
。

　
豊
科
図
書
館

　(

℡
72
・
２
１
５
８ 

FAX
73
・
６
４
０
１)

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
第
２
回
友
の
会
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展

　
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
博
物
館

友
の
会
植
物
画
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
第
２
回
友
の
会
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー

ト
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
と
は
、
も
と
も
と
は
写
真

の
技
術
の
な
い
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
植
物
の
研
究
の
た
め
に
描
か
れ
た

も
の
で
す
が
、
そ
の
細
密
で
美
し
い

絵
は
芸
術
の
一
分
野
と
し
て
発
展
し

ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り
み
る
こ
と

の
な
い
植
物
の
詳
細
な
姿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
11
月
15
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

■
会
場
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料
　
大
人
１
０
０
（
80
）
円

　
　
　
　
　
小
中
生
　
50
（
40
）
円

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　
豊
科
郷
土
博
物
館

（
℡ 

FAX
72
・
５
６
７
２
）

　
第
３
回
北
穂
高
芸
術
展

　
北
穂
高
地
区
出
身
者
お
よ
び
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
芸
術
作

品
の
展
覧
会
を
、
安
曇
野
髙
橋
節
郎

記
念
美
術
館
で
行
い
ま
す
。
絵
画
、

彫
塑
、工
芸
、書
、写
真
な
ど
、日
ご
ろ

の
創
作
活
動
の
成
果
を
一
堂
に
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
11
月
17
日(

土)

～
12
月
２
日(

日)

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　  

　
　
　（
12
月
以
降
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所
　
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
南
の
蔵

　
休
館
　
11
月
19
日(

月)

・
26
日(

月)

※
入
場
無
料
（
美
術
館
展
示
室
は
別

　
途
観
覧
料
が
必
要
）

　
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
　

　(

℡
81
・
３
０
３
０ 

FAX
82
・
０
５
５
１)

　　
三
郷
人
権
教
育
講
演
会

　「
ネ
ッ
ト
・
携
帯
が
子
ど
も
を
蝕

む
前
に
」
と
題
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

人
権
を
守
る
た
め
の
対
処
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
５
時

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
中
島 

直
美
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ザ
ー
ポ
ー
ト
Ｉ
Ｔ

　
な
が
の
）

※
申
し
込
み
な
ど
は
、
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
日
会
場
へ
直
接
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
公
民
館
内
三
郷
教
育
課

　(

℡
77
・
２
１
０
９ 

FAX
76
・
３
０
７
７)

　
豊
科
近
代
美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

   

木
目
込
み
人
形
で
作
る
干
支
の
ネ
ズ
ミ

　
豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
来
年
の

干
支
の
ネ
ズ
ミ
を
、
「
木
目
込
み
人

形
」
で
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。
「
木
目
込
み
人
形
」
は
、

キ
リ
の
粉
を
の
り
で
固
め
た
胴
体
の

筋
に
布
の
端
を
ヘ
ラ
で
木
目
込
ん
で

作
る
人
形
で
す
。
松
本
在
住
で
東
京

の
浅
草
橋
の
田
辺
人
形
学
院
で
教
授

も
務
め
る
原
香
和
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
ま
す
。
道
具
な
ど
は
、
用
意
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
12
月
１
日
（
土
）

    

　 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
　   

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

■
講
師
　
原 

香
和
さ
ん

　
　
　 

（
田
辺
人
形
学
院
教
授
）

■
材
料
費
　
２
、
０
０
０
円

■
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
11
月
13
日(

火)

か
ら 

　
電
話
な
ど
で
豊
科
近
代
美
術
館
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
近
代
美
術
館

　(

℡
73
・
５
６
３
８ 

FAX
73
・
６
３
２
０)

1011

講師略歴

1984�國學院大學文学部史学科卒業

1986�東京都立大学院人文科学研究科�

� 修士課程・史学専攻修了

1992�國學院大學大学院文学研究科博�

� 士課程後期・日本史学専攻単位�

� 取得満期退学

　安曇野市と信州大学人文学部の連携協定による市民大学講座（４回シリーズ）の第１回

を次のとおり開催します。

　現在、信州大学で講義をされている先生のお話を直接聞くことができる、良い機会です

ので受講を希望される場合は、お申し込みください。

■日時　11月27日(火)　午後７時～８時30分

■場所　碌山公園研成ホール（碌山美術館南)

■講師　山本 英二さん（信州大学人文学部准教授）

■演題　「偽文書が語る日本史」

　　偽文書は、気味の悪いものとして、これまで研究

の対象から排除されてきました。しかし、偽文書も

作成された時期や理由が判明すれば、新しい日本史

像を明らかにできる好材料になります。特に信州は、

甲州（山梨県）と並んで偽文書が多い地域とされて

います。戦国大名武田氏や徳川家康の偽文書を事例

に、地域の歴史を考えていきます。

■対象　市内在住の人

■定員　50人（先着順）

■参加費　無料

■申込方法　10月29日(月)の午前8時30分から明科総合支所内社会教育課へ電話などでお申

　し込みください。なお、定員になり次第締め切ります。

第2回　12月12日（水）

� 「こころとからだの心理学」

� 　今井 章さん（信州大学人文学部准教授）

第3回　12月20日（木）

� 「安曇野から地域文化と平和を考える」

� 　大串 潤児さん（信州大学人文学部准教授）

� 　　上原良二、清澤洌を通してみる安曇野における平和への思いを

� 　語りましょう。

第４回　 １月22日(火) 　

 � 「安曇野の方言のいま」

� 　白井 純さん（信州大学人文学部講師）・山田健三さん（信州大学人文学部准教授）

� 　　人文学部との協定により市内で調査が行われた安曇野の方言に

� 　ついての報告と裏話などを聞きます。

　明科総合支所内社会教育課社会教育係（TEL62・4565　FAX62・3525）

2007.11. 7　広報あづみの　お知らせ版　広報あづみの　お知らせ版　2007.11. 7

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

平成19年度 市民大学講座
安曇野セミナー 参加者を募集します

今後の予定 ※日程または受講の申し込みは随時広報紙などでお知らせします。
教

室

講

座

山本 英二さん

む
し
ば

問

問

問問

問

問
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　安曇野をどんなまちにしていくか、そのためのルールづくりをどのようにしていくかを考え、

皆さんの意見をお聞きする場として、市内20カ所で懇談会を開催します。どの地区の参加も可

能です。各会場とも午後7時～9時を予定しています。

　豊科総合支所内都市建設部都市計画課（TEL 72・3111  FAX72・8340）問

土地利用・景観シンポジウム　11月18日（日）午後1時30分～4時

土地利用計画策定に向けて　＝市内20カ所で地区懇談会を開催＝

　
市
で
は
、
山
岳
と
田
園
が
育
む
よ
さ

を
大
切
に
し
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
み
ん

な
で
共
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

テ
ー
マ
と
し
た
土
地
利
用
・
景
観
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
安
曇
野
の

土
地
利
用
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
ヒ

ン
ト
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
安
曇
野
の
土
地
利
用
・
景
観
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
場
所
　
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

パネリスト
コーディネーター　

扇田 孝之さん（地域社会研究家）

パネリスト　

中村 麻美さん（日本画家）

庵  豊さん（松本大学観光ホスピタリティー学科教授）

涌井 史郎さん（造園家・桐蔭横浜大学特任教授）

山田  桂一郎さん（スイスツェルマット観光局

　　　　　　　　  アジア地区セールスプロモーション担当）

月日
A　会　場

場　所 対象区

B　会　場

11/12(月)

11/14(水)

11/16(金)

11/19(月)

11/21(水)

地
域

穂高総合支所
大 会 議 場

矢原・白金・
等々力・
等々力町

穂
高

穂高総合支所
大 会 議 場

穂高町・
穂高

穂
高

J A あ づ み
北 穂 高 支 所

狐島・
青木花見・
島新田

穂
高

J A あ づ み
有 明 支 所

J A あ づ み
有 明 支 所

橋爪・耳塚・
富田・豊里・
小岩嶽

穂
高

嵩下・新屋・
古厩・宮城・
立足

穂
高

成相・新田・豊
科

明 科 公 民 館
講　　　　堂

大足・宮中・
町・明科・光

明
科

真々部・たつみ原・
飯田・下飯田・
中曽根・熊倉・
アルプス

豊
科

徳治郎・田沢・
小瀬幅・大口沢・
光・桜坂

豊
科

場　所 対象区地
域

豊科保健センター
ふれあいホール

豊科保健センター
ふれあいホール

豊科保健センター
ふれあいホール

豊科保健センター
ふれあいホール

上鳥羽・
下鳥羽・
本村・吉野

豊
科

月日
A　会　場

場　所 対象区

B　会　場

11/26(月)

11/28(水)

11/30(金)

12/ 3(月)

12/ 5(水)

地
域

牧・塚原・久保田・
柏原・穂高団地・
柏矢町

穂
高

明 科 公 民 館
講　　　　堂

潮・潮沢・
木戸・上生野・
南陸郷

明
科

三 郷 公 民 館
講　　　　堂

J A あ づ み
西 穂 高 支 所

二木・及木
中萱

三
郷

三郷農村環境
改善センター

堀金総合支所
別館大会議場

野沢・上長尾・
下長尾・楡・
住吉

三
郷

岩原・倉田・
上堀・中堀・
下堀・扇町

堀
金

七日市場・
一日市場

三
郷

明 科 公 民 館
講　　　　堂

上押野・
下押野・
塩川原・荻原
小田多井・
田尻・
田多井

明
科

堀
金

北小倉・
南小倉・
東小倉・室町

三
郷

場　所 対象区地
域

豊科保健センター
ふれあいホール

三 郷 公 民 館
講　　　　堂

小 田 多 井
交流センター

三郷小倉地区
多目的研修センター

寺所・踏入・
細萱・重柳

豊
科


